





















































た。これをモデルとして、ナチスは 1933 年 11 月 27 日に「歓喜力行団」（KdF: Kraft durch 
Freude）を設立し、ドイツ労働戦線（DAF：Deutsche Arbeitsfront）の傘下に置き、「労働
者ツーリズム」を促進した（Hachtmann, 2007, S.121）。1936 年、フランスで人民戦線内閣が
発足し、6 月にマティニヨン協定（Accord de Matignon）が締結され、1 年間の継続的労働
につき 15 日間の有給休暇 （congés payés）が労働者に約束された。これに基づき、ブルム内
閣はフランス国鉄の切符改革やユースホステルの整備などの休暇支援制度を充実させた（飯
田 , 2008, 16－17 頁）。
　だが、ヨーロッパにおける、このような有給休暇制度に基づく「労働者ツーリズム」の誕
生は第二次世界大戦により中断される。戦後復興のなか、1960 年代から西ヨーロッパにおい
１ 　1994 年時点の国際比較をみると、ドイツ人の年間労働時間は 1620 時間と世界でもっとも短かく、年
間休暇日数も 30 日と長い。これに対し、フランスは 1755 時間、25 日となっている（加藤雅彦他編、
1998 年、513 頁）。さらに、「1994 年に世界中で 5 億 2,800 万人が休暇旅行を行い、そこで落とした金
額は 4,520 億マルク。そのうちトップはドイツ人で、年間 650 億から 670 億マルクもの大金を休暇のた














Keitz(1997) が出た。この後、2000 年代に入ると Spode(2003) ならびに Hachtmann(2007) の著
作が出たことに示されるとおり、21 世紀に入ってツーリズム史研究が本格化したことがわか
る。本稿に直接関係する、労働者の有給休暇獲得史に関しては Kramer(1984)、「労働者ツー




ス期ではなくワイマール期だ」（Keitz, 1991, S.47) と主張した。この論文で Keitz は、労働者
はブルジョアツーリズムとは異なるツーリズムを模索したが結果的には似たものになった、

















リズム史研究所（Willy Scharnow-Institut für Tourismus）が設置され、そこに Spode 教授を室長とし
てツーリズム史料室（HAT： Historisches Archiv zum Tourismus ）が置かれたたことは決して無縁
ではない。




























度で旅行することは望ましくない」（Kiesewetter, 2004, S.238, 邦訳、2006、262 頁）というよ
うな王侯貴族による反対を粉砕していく。鉄道建設ブームの到来により加速され、ドイツの





















汽船の定期運行を開始した ( 渡辺、1987、235 頁 )。同社が輸送した乗客数をみると、1830 年

































































う言葉は、フランス語で「回転する」という意味を持つ tour から生まれた。まず 1800 年頃
より英語に取り込まれて旅行者を指す新語となり、そのような意味を持つドイツ語として使
われるようになったのは 1860 年代から 70 年代にかけてである。この言葉が定着するに至っ
５ 　「ヨーロッパの近代は科学技術の成立と、山登りでもってはじまる―レオナルド・ダ・ヴィンチの生
涯が示しているように。そしてジェームズ・ワットの蒸気機関の完成、カートライトの力織機の発明と、
アルプスの最高峰モン・ブラン（4807m）の初登頂（1786 年 8 月 7 日）とは、同時であった」（三田、
1973、1－2 頁）。



















を思いついたクックはミッドランド鉄道と交渉し、1841 年に貸切列車で禁酒運動家 570 名を
対象にした団体旅行をおこなった。1851 年のロンドン万博に際しては 16 万人もの人々をロ
ンドンの万博会場へと送り込んだ。トーマス・クックの傑出したアイデアのひとつは、宿泊
費と交通費をセットにしたクーポンを考え出したことである（荒井、1989、96－105 頁）。
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呼ばれるような独自の運動が展開した ( 田村、1996 年、54－62 頁、ラカー、1985 年、7－8 頁）。
すなわち、1896 年にベルリーン近郊の町シュテーグリッツ（Steglitz）のギムナジウムの生徒
を引き連れた野山歩きが出発点となって、ワンダーフォーゲル（Wandervogel：渡り鳥）運






















に週 62 時間ほどに短縮され、1900 年代初頭には週 58 ～ 60 時間ほどと着実に短くなっていっ
た。1914 年までに労働時間の短縮はさらに進み、一日 10 時間制、週 54 ～ 60 時間制が普及
した（幸田、1999 年、12－13 頁）。













従事する官吏に、最初の有給休暇が導入され、19 世紀末の最後の 20 年に他の官吏へも広がっ











８ 　労働諸階級福祉中央協会（Centralvereins für das Wohl der arbeitenden Klassen）の機関誌編集長
をしていたべーメルト (Victor Böhmert) が 1889 年に、「労働者休暇はまだ将来の音楽だ」と述べてい
るのがもっとも早く言及された事例のようだ（Reulecke, 1981, S.242）。
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のなかに有給休暇が含まれた。醸造業では 1903 年に労働協約の中に有給休暇が入り、1911
年には 1237 経営、4 万 4744 人の従業員が対象となっている。だが、第一次大戦前に有給
休暇制度を導入した企業はまだ例外的であり、あっても 3 ～ 6 日であった（Reulecke, 1981, 
S.249f.）。
　大企業ではツァイス社（Carl Zeiss）において、1896 年より 3000 人以上の従業員に有給休
暇が与えられた。同社の場合は 12 日の年次休暇が認められたが、有給休暇はその半分だった。
このような例外企業や例外部門を除くと、19 世紀末に有給休暇を与えられた労働者は帝国内






























と労働運動の結果としての労働時間の短縮であった。この期間に毎日の労働時間は 14 ～ 12




Turn- und Sportbund）は、1893 年に 4000 人の会員でスタートしたものだが、第一次大戦前
にすでに全国に 2400 強の支部をもち、会員も 20 万人近くに達するまでになった。アメリカ
式大量生産技術の導入により価格が低下した自転車は、19 世紀末に、労働者の間にも普及し、
「労働者自転車協会＜団結＞」（ Arbeiter-Radfahrerbund ''Solidarität'' ）は、第一次大戦直前
の 1913 年に 16 万人もの会員を擁するまでになった（Reck, 1977, S.169）。
表１　労働者スポーツ協会の発展
 注）各協会の原語は、Arbeiter Turn- und Sportbund, Arbeiter-Athletenbund, Arbeiter-
 Radfahrerbund "Solidarität"
 出典）Reck, 1977, S.169－170.
　　②「自然友の会」の誕生
　様々な協会組織のなかで、近代の「労働者ツーリズム」の先駆者として重要なものが、






1913 年 1929 年
協会数 会員数 協会数 会員数
労働者体操・スポーツ協会 2,409 186,707 6,886 738,048
労働者陸上競技協会 300 10,000 960 52,000
労働者自転車協会「団結」 ー 160,000 4,951 320,000













ていた（Naturfreunde Internationale, 2008, S.25f.）。ローラウアーの影響をうけたレンナーは、
その 10 年前に誕生していたブルジョアによる「アルプス協会」（Alpenverein）に対し、安く
て安全な登山を労働者に提供したいと考えた。
　最初の会合は、同年 3 月 28 日に約 40 人が参加して、ウィーンのある居酒屋で開かれ、こ
の時、ローラウアーを含む 3 人の指導者が決まった。4 月 14 日に最初のハイキングが開催さ
れ、労働者だけでなく官吏や教師、学生も含めて 85 人が参加した。その後、組織名と規約に
ついて議論を重ね、レンナ－が考案したエーデルワイス入り紋章と標語「山と丘を手に手を
とって」（Hand in Hand durch Berg und Land）が採択され、組織名も「自然友の会」と決まっ
た。9 月 16 日に設立総会が 185 人の参加者をもって開かれ、ローラウアーが会長に選ばれた
（Kersten, 2007, S.23－24）。






















　TVDN の活動は隣のドイツにはどのように広がったのだろうか。出発点は 1905 年のミュ
ンヘンに誕生した支部であった。ミュンヘンが最初だった理由は、オーストリアに隣接し、
豊かな山岳を持つバイエルンの首都だったからである。プロイセンでは 1908 年 11 月にベル
リーン支部が誕生した。だが、社会民主党の指導問題や会費問題をかかえて、会員が伸び悩
んだだけでなく、早くも政治意識の高い会員により別組織「労働者ハイキング組合〈自然友












（Kersten, 2007, S.95）。こうして、1929 年には機関誌に、オーストリア 15 日の旅やスイス 8
日、スイス 14 日の旅、北海・バルト海 9 日の旅の広告が掲載されるまでになった。1930 年
には 17 回の休暇旅行を実施した。だが、世界恐慌はこのような拡大傾向にいっきょに水をさ
し、会員数が 3 分の 1 に減少するまでになった。しかしながら、そのような逆境期にも 1181
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回のハイキングを行っているのは注目に値する（Kersten, 2007, S,95－98）。
　第一次大戦後の 1920 年代にはオーストリアでは 9 万人の会員と 100 の小屋を、ドイツでは
6 万人の会員と 220 の小屋を持つまでになった。1925 年にドイツにおいては約 1000 支部をも
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　This paper aims to examine the phase of "workers tourism" in Germany before the WWI. In the end 
of 19th century German workers began to organize workers sports clubs including hiking societies. 
One of the famous hiking organization was "Friends of Nature", which was born originally in Vienna 
in 1895 and soon spread to the surrounding countries. These movements were promoted by the traffic 
revolution caused by railways and steam ships in the middle of 19th century. From the end of 19th 
century German labor union demanded paid holiday, which was already given to official servants and 
white-collar workers in big companies. At that time the efficiency improvement in manufacturing 
factories also enabled workers to get more free time for hike and travel by reducing working hours.
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